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2022-4 

東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

採
点
基
準
・
採
点
例 

 
第
一
問
（
４
０
点
満
点
） 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 

問
一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

戦
争
を
行
い
奴
隷
制
を
容
認
す
る
政
府 

か
ら
の
要
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
市
民
の
義
務
で
あ
り
、
そ
の
義
務 

 

は
直
接
行
動
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
。 

 

■
別
解 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

誤
り
を
支
持
す
る
政
府
へ
の
支
持
を
撤
回
し
、
道
徳
的
判
断
を
行
使
し
て 

政
府
の
要
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
は 

 

良
心
的
な
市
民
の
義
務
だ
と
い
う
市
民
的
不
服
従
の
考
え
。 

 

■
採
点
方
法
： 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
戦
争
を
行
い
奴
隷
制
を
容
認
す
る
政
府
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
政
府
か
ら
の
要
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
市
民
の
義
務
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
の
義
務
は
直
接
行
動
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
べ
き
だ
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

と
い
う
考
え
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
「…

…

と
す
る
考
え
。
」
、
「…

…

と
い
う
も
の
。
」
な
ど
も
許
容
す
る
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   
 



2

問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

国
家
や
政
府
と
そ
の
法
は 
人
民
の
利
害
促
進
の
た
め
の
人
為
的
な
形
成
物
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
そ
れ
自
体
を

絶
対
不
可
侵
な
も
の
と
見
な
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
国
家
や
政
府
と
そ
の
法
は
」
：
１
点 

 
 
 

■
要
素
Ｂ
「
人
民
の
利
害
促
進
の
た
め
の
人
為
的
な
形
成
物
に
過
ぎ
な
い
の
で
」
：
３
点 

 
 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
れ
自
体
を
絶
対
不
可
侵
な
も
の
と
見
な
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
」
：
４
点 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

   
 



3

問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ⅾ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

選
挙
で
は
多
く
の
票
を
得
た
者
が
勝
つ
が
、
多
数
で
あ
る
こ
と
は
正
義
を
保
証
し
な
い
の
で
、
選
挙
制
度
は
必 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

ず
し
も
正
義
の
実
現
に
つ
な
が
ら
な
い 

と
考
え
る
か
ら
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
選
挙
で
は
多
く
の
票
を
得
た
者
が
勝
つ
が
」
：
２
点 

 
 

 

■
要
素
Ｂ
「
多
数
で
あ
る
こ
と
は
正
義
を
保
証
し
な
い
の
で
」
：
３
点 

 
 
 

■
要
素
Ｃ
「
選
挙
制
度
は
必
ず
し
も
正
義
の
実
現
に
つ
な
が
ら
な
い
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ⅾ
：
文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

   
 



4

問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
字
数
が
一
〇
〇
字
に
満
た
な
い
場
合
、
加
点
な
し
。 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
13
点 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

ソ
ロ
ー
は
国
家
や
政
府
と
い
っ
た
制
度
へ
の
不
信
を
貫
き
、
直
接
行
動
に
よ
っ
て
不
服
従
の
意
志
を
示
す
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

で
制
度
の
外
部
で
生
き
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
は
世
俗
の
制
度
と
無
関
係
に
生
き
る
隠
遁
で
は
な
く
、
今
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

関
係
性
を
相
対
化
し 

よ
り
良
い
関
係
性
を
探
る
た
め
の
一
時
的
な
撤
退
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
（
一
二
〇
字
） 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
ソ
ロ
ー
は
国
家
や
政
府
と
い
っ
た
制
度
へ
の
不
信
を
貫
き
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
直
接
行
動
に
よ
っ
て
不
服
従
の
意
志
を
示
す
こ
と
で
制
度
の
外
部
で
生
き
よ
う
と
し
た
が
」
：
２

点 
 

■
要
素
Ｃ
「
そ
れ
は
世
俗
の
制
度
と
無
関
係
に
生
き
る
隠
遁
で
は
な
く
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｄ
「
今
あ
る
関
係
性
を
相
対
化
し
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｅ
「
よ
り
良
い
関
係
性
を
探
る
た
め
の
一
時
的
な
撤
退
だ
っ
た
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｆ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。  

   
 



5

問
五 

漢
字
の
書
き
取
り 

各
１
点×

３ 

 
ａ 
包
摂 

 

ｂ 

精
巧 

 

ｃ 

惰
性 

  



 
★
２
０
２
２
年
度 

東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

第
４
回 

第
二
問
（
古
文
『
沙
石
集
』） 

採
点
基
準 

 

※ 

文
科
３
０
点
・
理
科
２
０
点 

 

※ 

解
答
中
の
「
常
観
房
」
は
「
上
人
・
三
輪
の
上
人
」
で
も
よ
し
と
す
る
。「
御
房
・
法
師
・
僧
・
坊
主
」
等
は×

。 

 

第
二
問
（
一
）
文
科
ア
・
理
科
ア 

 

傍
線
部
ア
を
現
代
語
訳
せ
よ
。
な
お
、「
真
言
」
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
、
要
素
Ｃ
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
１
あ
ま
ね
く
Ｂ
１
真
言

し
ん
ご
ん

を
人
に
授
け
ら
る
る
Ｃ
１
聞
こ
え
あ
り
き
。 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
１
広
く
Ｂ
１
真
言
を
人
々
に
授
け
な
さ
る
Ｃ
１
と
い
う
評
判
が
あ
っ
た
。 

 
 

 

■ 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■ 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
広
く 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
真
言
を
さ
ず
け
な
さ
る 

 

 

要
素
Ｃ
【
１
点
】
と
い
う
評
判
が
あ
っ
た
。 

 
 



第
二
問
（
一
）
文
科
イ
・
理
科
イ 

 

傍
線
部
イ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
、
要
素
Ｂ
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
１
父
は
遠
く
歩
き
て
Ｂ
２
候
は
ず
。 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
１
父
は
遠
く
へ
出
か
け
て
い
て
Ｂ
２
お
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
父
は
遠
く
へ
出
か
け
て
い
て 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】
お
り
ま
せ
ん
。 

  
 



第
二
問
（
一
）
文
科
エ
・
理
科
ウ 

 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
、
要
素
Ｂ
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
１
い
つ
に
て
も
ま
た
Ｂ
２
参
り
な
む 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
１
い
つ
で
も
ま
た
Ｂ
２
必
ず
参
詣
し
よ
う
。 

 
 

 

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
い
つ
で
も
ま
た 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】
必
ず
参
詣
し
よ
う
。 

   
 



第
二
問 

文
科
（
二
） 

文
科
の
み
。 

 
「
ま
こ
と
に
さ
こ
そ
」（
傍
線
部
ウ
）
と
あ
る
が
、「
さ
こ
そ
」
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
指
す
か
、
説
明
せ
よ
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
不
問
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
１
父
の
留
守
中
に
Ｂ
１
母
が
死
に
、
Ｃ
２
女
子
の
自
分
や
幼
い
弟
た
ち
で
は
弔
え
ず
、
Ｄ
１
悲
し
い
。 

 
 

 

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
父
の
留
守
中
に 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
母
が
死
に 

 

要
素
Ｃ
【
２
点
】
女
子
の
自
分
や
幼
い
弟
た
ち
で
は
弔
え
ず
、 

 

要
素
Ｄ
【
１
点
】
悲
し
い
。 

  
 



第
二
問 

文
科
（
三
）・
理
科
（
二
） 

 
「『
参
れ
』
と
思
し
召
し
た
る
に
や
」（
傍
線
部 

文
科
オ
・
理
科
エ
）
と
あ
る
が
、
常
観
房
は
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
か
、
説

明
せ
よ
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
、
理
由
を
説
明
す
る
表
現
（「
か
ら
・
の
で
・
た
め
」
等
）
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
２
三
輪
へ
向
か
う
と
動
か
な
か
っ
た
体
が
、
Ｂ
３
吉
野
へ
向
か
う
と
問
題
な
く
動
い
た
か
ら
。 

 
 

 

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
三
輪
へ
向
か
う
と
動
か
な
か
っ
た
体
が
、 

 

要
素
Ｂ
【
３
点
】
吉
野
へ
向
か
う
と
問
題
な
く
動
い
た
か
ら
。 

 
 



第
二
問 

文
科
（
四
） 

文
科
の
み
。 

 

「
恐
れ
も
あ
れ
ば
、
御
殿

ご

て

ん

よ
り
は
る
か
な
る
木
の
本
に
て
念
誦

ね
ん
じ
ゅ

し
、
法
施

ほ

ふ

せ

奉
た
て
ま
つ

る
」（
傍
線
部
カ
）
と
あ
る
が
、
常
観
房
は

何
を
恐
れ
て
い
る
の
か
、
説
明
せ
よ
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
不
問
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
２
精
進
潔
斎
し
て
参
詣
す
べ
き
な
の
に
、
Ｂ
２
死
者
に
接
し
て
汚
れ
、
Ｃ
１
神
の
罰
が
当
た
る
こ
と
。 

 
 

 

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
精
進
潔
斎
し
て
参
詣
す
べ
き
な
の
に
、 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】
死
者
に
接
し
て
汚
れ
、 

 

要
素
Ｃ
【
１
点
】
神
の
罰
が
当
た
る
こ
と
。 

  
 



第
二
問 

文
科
（
五
）・
理
科
（
三
） 

 
「
あ
ま
り
に
か
た
じ
け
な
く
、
貴
く
お
ぼ
え
け
れ
」（
傍
線
部 

文
科
キ
・
理
科
オ
）
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対

す
る
思
い
か
、
説
明
せ
よ
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
不
問
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
６
点
】 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
３
神
が
待
っ
て
い
て
く
れ
て
Ｂ
３
「
慈
悲
を
施
し
た
こ
と
は
貴
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
。 

 
 

 

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
３
点
】
神
が
待
っ
て
い
て
く
れ
て 

 

要
素
Ｂ
【
３
点
】「
慈
悲
を
施
し
た
こ
と
は
貴
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
。 

 



最
終 

東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

第
四
問
漢
文 

採
点
基
準
（
文
科
30
点
満
点
、
理
科
20
点
満
点
） 

 

㈠ 

現
代
語
訳 

ａ ■
解
答
例 

実
用
に
は
適
さ
な
い 

（
２
点
） 

 

■
配
点 

※
「
実
用
に
は
適
さ
な
い
（
適
し
て
い
な
い
）
」
「
実
用
に
は
向
か
な
い
（
向
い
て
い
な
い
）
」

「
用
い
る
に
は
向
か
な
い
（
向
い
て
い
な
い
）
」
「
用
い
る
の
に
は
適
さ
な
い
（
適
し
て
い
な

い
）
」
「
使
う
に
は
向
い
て
い
な
い
」
「
使
用
（
す
る
）
に
は
適
さ
な
い
」
な
ど
○
２
点 

※
「
実
用
的
で
は
な
い
」
「
使
え
る
も
の
（
わ
け
）
で
は
な
い
」
な
ど
で
も
○
２
点 

※
「
用
い
る
こ
と
は
で
き
．
．
な
い
」
は
▲
マ
イ
ナ
ス
１
点 

※
句
読
点
の
有
無
は
不
問 

  
 



㈠ 
現
代
語
訳 

ｃ ■
解
答
例 

 

ａ

お
そ
ら
く 

ｂ

ど
れ
ほ
ど
も
い
な
い 

ａ

で
あ
ろ
う 

（
２
点
） 

 

■
配
点 

ａ 

「
蓋
し
」
の
意
味…

…

１
点 

※
「
お
そ
ら
く…

…

（
で
あ
ろ
う
）
」
「
思
う
に…

…

（
で
あ
ろ
う
）
」
「
た
ぶ
ん…

…

（
で
あ
ろ

う
」
「
き
っ
と…

…

（
で
あ
ろ
う
）
「
そ
も
そ
も…

…

（
で
あ
ろ
う
）
」
な
ど
○
１
点 

※
ａ
の
推
量
表
現
「…

…

で
あ
ろ
う
」
は
な
く
て
も
可
。 

 

ｂ 

「
い
く
ば
く
も
無
し
」
の
意
味…

…

１
点 

※
「
ど
れ
ほ
ど
も
い
な
い
」
「
ど
れ
ほ
ど
も
な
い
」
「
そ
れ
ほ
ど
は
い
な
い
」
「
ほ
と
ん
ど
い
な

い
」
「
た
い
し
て
い
な
い
」
な
ど
◯
１
点 

※
「
少
な
か
っ
た
」
「
少
し
も
い
な
か
っ
た
」
な
ど
で
も
○
１
点 

※
「
い
な
い
」
で
は
な
く
「
な
い
」
と
し
て
い
る
も
の
も
○
１
点 

※
「
い
な
か
っ
た
」
「
一
人
も
い
な
い
」
は×

 

※
句
読
点
の
有
無
は
不
問 

   
 



㈠ 
現
代
語
訳 

ｅ ■
解
答
例 

 

ａ

し
か
も
ｂ

手
に
入
り
や
す
い
（
こ
と
） 

（
２
点
） 

 

■
配
点 

ａ 

「
且
つ
」
の
意
味…

…

１
点 

※
「
し
か
も
」
「
そ
の
上
」
「
加
え
て
」
「
さ
ら
に
」
な
ど
○
１
点 

※
「
ま
た
」
と
し
て
い
る
も
の
も
○
と
す
る
。 

※
「
し
ば
ら
く
」
「
ま
さ
に
」
「
い
ま
に
も
」
な
ど
は×

 

 

ｂ 

致
し
易
き
（
こ
と
）
の
意
味…

…

１
点 

※
「
手
に
入
り
や
す
い
（
こ
と
）
」
「
入
手
し
や
す
い
（
こ
と
）
」
「
得
や
す
い
（
こ
と
）
」
「
手

に
入
れ
や
す
い
（
こ
と
）
」
な
ど
○
１
点 

※
「
～
は
」
と
助
詞
の
「
は
」
は
あ
っ
て
も
良
い 

※
「
与
え
や
す
い
」
「
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
」
「
届
け
や
す
い
」
な
ど
は×

 

  
 



㈡ 
現
代
語
訳 

 

■
解
答
例 

ａ

求
め
て
手
に
入
ら
な
い
こ
と
が
な
い
も
の
は
、
ｂ

た
だ
書
物
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
６
点
） 

 

■
配
点 

ａ 

「
求
め
て
獲
ざ
る
こ
と
無
き
者
は
」
の
訳…

…

３
点 

※
二
重
否
定
（
強
い
肯
定
）
の
訳
出
が
ポ
イ
ン
ト
。 

※
「
求
め
て
手
に
入
ら
な
い
こ
と
が
な
い
も
の
は
」
「
求
め
れ
ば
必
ず
手
に
入
る
も
の
は
」
で
○
３ 

点 ※
「
求
め
て
」
を
「
要
求
し
て
」
、
「
獲
」
を
「
獲
得
す
る
」
な
ど
に
し
て
い
る
も
の
は
、
各
マ
イ

ナ
ス
２
点 

※
「
獲
」
の
対
象
を
「
真
理
を
」
な
ど
、
取
り
違
え
て
い
る
も
の
は×

 

※
「
求
め
て
も
得
ら
れ
な
い
も
の
は
」
の
よ
う
に
、
二
重
否
定
が
訳
出
で
き
て
い
な
い
も
の
は×

 

※
「
求
め
て
」
は
そ
の
ま
ま
で
良
い
が
、
「
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
」
な
ど
で
も
○ 

※
「
獲
」
は
「
入
手
」
な
ど
で
も
○ 

※
「
者
」
を
「
者
」
の
ま
ま
に
し
て
い
る
も
の
は
▲
マ
イ
ナ
ス
２
点 

※
「
者
」
を
「
人
」
「
人
物
」
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
人
間
に
し
て
い
る
も
の
は×

 

 

ｂ 

「
惟
だ
書
の
み
な
ら
ん
か
」
の
訳…

…

３
点 

※
「
惟
だ…

…

の
み
（
限
定
）
」
の
訳
出
、
「…

…

ん
か
（
推
量
＋
疑
問
）
」
の
訳
出
の
ミ
ス
は
各

マ
イ
ナ
ス
１
点 

※
「
た
だ
書
物
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
「
た
だ
書
物
だ
け
で
あ
ろ
う
か
」
「
書
物
だ
け
で
は
な

か
ろ
う
か
」
な
ど
○
３
点 

※
「
た
だ
書
物
だ
け
で
あ
ろ
う
（
疑
問
欠
）
」
「
書
物
だ
け
で
は
な
い
か
（
推
量
欠
）
」
「
書
物
で

は
な
か
ろ
う
か
（
限
定
欠
）
」
な
ど
▲
マ
イ
ナ
ス
１
点 

※
「
た
だ
書
物
だ
け
で
は
な
い
」
の
よ
う
に
「
乎
」
を
反
語
に
使
っ
て
い
る
も
の
は×

 

  
 



㈢ 
内
容
説
明
問
題 

 

■
解
答
例 

ａ

後
の
世
の
君
子
た
ち
は
、
ｂ

昔
の
学
ぶ
人
た
ち
が
ｃ

道
義
や
徳
目
を
深
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
ｄ

遠

く
及
ば
な
い

e

と
い
う
こ
と
。 

（
８
点
） 

 

■
配
点 

ａ 

「
後
世
の
君
子
の
」
の
要
素…

…

２
点 

※
「
後
世
の
君
子
（
た
ち
）
は
」
の
ま
ま
で
も
よ
い
が
、
「
後
の
世
の
君
子
と
呼
ば
れ
る
人
」
「
後

世
の
人
格
者
た
ち
」
「
後
世
の
学
ぶ
人
た
ち
」
な
ど
で
も
○ 

 

ｂ 

「
後
世
の
君
子
」
に
対
比
さ
れ
て
い
る
も
の
の
補
い…

…
２
点 

※
「
昔
（
古
）
の
学
ぶ
人
た
ち
」
「
昔
の
君
子
た
ち
」
「
昔
の
学
者
た
ち
」
「
昔
の
人
々
（
人
た

ち
）
」
「
孔
子
の
時
代
の
人
た
ち
」
「
昔
の
礼
楽
を
学
ん
だ
人
」
な
ど
○ 

※
「
古
の
聖
人
」
「
孔
子
の
よ
う
な
聖
人
」
な
ど
は×

 

 

ｃ 

「
道
徳
に
深
き
こ
と
」
の
要
素…

…

２
点 

※
「
道
義
や
徳
目
を
深
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
」
「
道
義
や
徳
目
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
こ
と

に
」
な
ど
○ 

※
「
道
義
や
徳
目
に
深
か
っ
た
こ
と
に
」
で
も
可
と
す
る
。 

※
「
道
徳
に
通
じ
て
い
た
」
「
道
徳
に
造
詣
が
深
い
」
な
ど
「
道
徳
」
の
ま
ま
は
マ
イ
ナ
ス
１
点 

※
「
道
徳
や
徳
目
」
も
マ
イ
ナ
ス
１
点 

 

ｄ 

「
及
ぶ
所
に
非
ず
」
の
要
素…

…

２
点 

※
「
遠
く
及
ば
な
い
」
「
及
ば
な
い
」
「
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
な
ど
○ 

※
「
ｂ
ほ
ど
に
は
ｃ
で
な
か
っ
た
」
「
ｂ
に
比
べ
て
劣
っ
て
い
た
」
の
よ
う
で
も
よ
い
。 

 

ｅ 

文
末
の
「
〜
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。 

 
 



㈣
文
科
の
み 

■
解
答
例 

ａ

書
物
は
入
手
し
や
す
く
な
り
、
ｂ

昔
の
人
よ
り
は
る
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
に
、
ｃ

空
理
空
論
に
興

じ
、
ｄ

い
い
か
げ
ん
に
し
か
学
ば
な
く
な
っ
て
い
る
。
（
１
０
点
） 

■
配
点 

ａ 

「
秦
漢
以
来
、
作
る
物
益
衆
く
、…

…

書
益
多
く
し
て
世
に
有
ら
ざ
る
無
し
」
（
第
二
段
落
）
、

「
学
ぶ
者
の
書
に
於
け
る
や
、
多
く
し
て
且
つ
致
し
易
き
こ
と
」
（
第
三
段
落
）
な
ど
か
ら
の
要

素…
…

２
点 

※
「
書
物
が
沢
山
世
に
出
て
い
る
」
こ
と
、
「
書
物
が
手
に
入
り
や
す
い
」
こ
と
、
「
読
も
う
と
す

れ
ば
い
く
ら
で
も
書
物
が
あ
る
」
こ
と
な
ど
に
触
れ
て
あ
れ
ば
○ 

※
書
物
自
体
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
書
け
て
い
れ
ば
○ 

 

ｂ 

「
紙
と
字
画
と
、
日
に
簡
便
に
」
（
第
二
段
落
）
、
「
其
の
文
詞
学
術
は
、
当
に
昔
人
に
倍
す
べ

し
」
（
第
三
段
落
）
な
ど
か
ら
の
要
素…

…

２
点 

※
「
昔
（
の
人
）
に
比
べ
て
恵
ま
れ
て
い
る
の
に
」
「
昔
の
人
よ
り
何
倍
も
勉
強
で
き
る
の
に
」

「
昔
の
人
に
比
べ
て
ず
っ
と
学
び
や
す
い
の
に
」
な
ど
○ 

※
「
昔
（
の
人
）
に
比
べ
て…

…

な
の
に
」
と
い
う
こ
と
に
触
れ
て
あ
れ
ば
よ
い
。 

※
「
紙
が
入
手
し
や
す
く
な
っ
た
」
「
字
体
も
簡
略
化
さ
せ
た
」
な
ど
は
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
な
く

て
も
よ
い
。 

 

ｃ 

「
無
根
な
る
こ
と
を
遊
談
す
る
」
の
要
素…

…

２
点 

※
（
注
）
が
あ
る
の
で
そ
の
ま
ま
用
い
て
よ
い
。 

※
「
空
理
空
論
に
興
じ
」
「
根
拠
も
な
い
議
論
ば
か
り
し
て
」
「
議
論
に
耽
っ
て
い
る
ば
か
り
で
」

な
ど
○ 

 

ｄ 

「
学
ぶ
者
益
以
て
苟
簡
な
る
」
の
要
素…

…

４
点 

※
「
い
い
か
げ
ん
に
し
か
学
ば
な
く
な
っ
て
い
る
」
「
い
い
か
げ
ん
に
な
っ
て
い
る
」
「
学
問
が
い

い
か
げ
ん
に
な
っ
て
い
る
」
「
学
ぶ
こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
」
な
ど
○ 

※
「
苟
簡
（
＝
い
い
か
げ
ん
）
」
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
れ
ば
○
。 

※
「
い
い
か
げ
ん
」
の
要
素
が
な
く
「
学
ば
な
く
な
っ
た
」
「
書
物
を
読
ま
な
く
な
っ
た
」
の
み
は

×

。 
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東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

採
点
基
準
・
採
点
例 

 
第
四
問
（
２
０
点
満
点
） 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 
 問

一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

庭
の
石
榴
の
木
に
生
っ
て
い
る
実
の
中
で
も
特
に
大
き
な
実
が
割
れ
て
、
ま
る
で
真
赤
な
大
口
を
あ
け
て
笑
っ

て
い
る
人
の
顔
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
様
子
。 

 
 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
庭
の
柘
榴
の
木
に
生
っ
て
い
る
実
の
中
で
も
特
に
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
大
き
な
実
が
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
割
れ
て
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｄ
「
ま
る
で
真
赤
な
大
口
を
あ
け
て
笑
っ
て
い
る
人
の
顔
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
様
子
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

…

様
子
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

   
 



2

問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

自
由
奔
放
に
動
く 

雲
の
一
片
は
、
頑
な
な
心
を
気
ま
ま
な
想
像
と
幻
想
の
世
界
へ
と
導
い
て
く
れ
る
、
起
居 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

の
自
由
を
欠
い
た 

「
私
」
の
大
事
な
一
部
だ
と
い
う
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
自
由
奔
放
に
動
く
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
雲
の
一
片
は
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
頑
な
な
心
を
気
ま
ま
な
想
像
と
幻
想
の
世
界
へ
と
導
い
て
く
れ
る
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｄ
「
起
居
の
自
由
を
欠
い
た
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｅ
「
「
私
」
の
大
事
な
一
部
だ
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｆ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１

点
減
点
。 

   
 



3

問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

石
榴
の
実
を
齧
っ
て
い
る
土
鼠
を
見
た
瞬
間
に
、
以
前
、
庭
の
無
花
果
の
実
を
齧
っ
て
い
た
土
鼠
が
い
た
こ
と 

 
 
 
 
 
 

Ｃ 

を
思
い
出
し
、
同
じ
土
鼠
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
か
ら
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 
 
 
 
 
 

■
要
素
Ａ
「
石
榴
の
実
を
齧
っ
て
い
る
土
鼠
を
見
た
瞬
間
に
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
以
前
、
庭
の
無
花
果
の
実
を
齧
っ
て
い
た
土
鼠
が
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
同
じ
土
鼠
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｄ 

文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

  
 

 
 



4

問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
５ 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

身
体
の
不
自
由
さ
と
引
換
え
に
得
た
、
雲
の
よ
う
に
気
ま
ま
に
想
像
の
世
界
に
遊
ぶ
心
と
、
一
つ
所
か
ら
世
界 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

を
細
や
か
に
眺
め
る 

静
か
で
落
ち
着
い
た
眼
差
し
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
身
体
の
不
自
由
さ
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
雲
の
よ
う
に
気
ま
ま
に
想
像
の
世
界
に
遊
ぶ
心
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
一
つ
所
か
ら
世
界
を
細
や
か
に
眺
め
る
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｄ
「
静
か
で
落
ち
着
い
た
眼
差
し
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｅ
：
文
末
表
現
は
、
設
問
の
「
何、
を
も
た
ら
し
た
か
」
と
い
う
問
い
方
に
対
応
す
る
形
（
〈
名
詞

形
。
〉or

「
〈
名
詞
形
〉
を
も
た
ら
し
た
。
」
）
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ

る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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